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2007 年  09 月  13 日  

熊野の旅 バス半額だそうですよ  

 明治３９年９月２０日に京都でバスの運行が始まったのを記念して『バスの日』と

言うのがあるのだそうです。 
 過疎が進んで路線の維持が出来なくなって、廃止が続いた熊野市界隈では三重交通

に出す補助金ではその流れは止められず、『熊野市バス』を運行せざるを得なくなっ

ています。 
 『市バス』と付いても大阪や神戸のように交通局があって運行しているのではあり

ません。 
 田舎のあちこちで走っている村営や町営バスと同じように、運行は元からあったバ

ス会社にゆだねています。 
 今のところ熊野市バスの路線は 

 
  潮風かおる熊野古道線 
   熊野市駅ーー二木島駅 

 
  清流・那智黒石の里線 
   木本町ーー育生町尾川 

 
  瀞流荘紀南病院線 
   紀南病院ーー瀞流荘ーー紀和町平谷 

 
  熊野古道瀞流荘線 
   瀞流荘ーー木本高校 

 
 の路線があります。 
 一番上の『潮風かおる熊野古道線』は松本峠、大吹峠、逢神峠の熊野古道歩きには

利用できる路線ですが、本数が全く少ないので便利とはいいかねるようです。 
 一番下の『熊野古道瀞流荘線』は熊野古道の風伝峠や丸山千枚田、紀和の鉱山跡な

どに行くときに使える路線です。この路線は紀和町などからの県立木本高等学校の通

学路線にもなっています。 
 近々、国道４２号、３０９号を経由する市内五郷線で三重交通の運行が止まるそう

です。そうなると、市内の山間部の飛鳥町佐渡・野口などをはじめ五郷町全域への足

がなくなります。たぶん、熊野市バスの路線が増えることになるのでしょうね。 
 夕張に近いほどの財政逼迫している中でこうしたバス路線を維持することは大変

なことです。 

 
 田舎は元々不便でした。 
 相互発着の電車区間とか、一時間に何本か来るバス路線区間に住んでいる人には想

像が出来ないものです。一時間に何本ではなく、人が多かった時でも日に何本かだっ

たのです。廃線になる頃には朝夕の二本とか… 



 そうした事情から、田舎の人は自家用車を持たざるを得ない所があったのです。自

家用車と言っても一番多いのは軽トラックですが・・・ 
 バスが少ない…軽トラが増える…バスに乗らない…バスが減る…の悪循環の加え、

過疎の進行…ですから救いようがないわけです。 
 老齢化は進む、林業が壊滅…所得が激減…税収がなくなる…なのに自前のバスまで

運行しなくてはならなくなると言うことです。 
 話題がずいぶん遠回りしました。 
 『バスの日』ですが、これを記念して、熊野市バスや三重交通の通常路線の乗車賃

が９月２３日２４日の連休には半額になるそうです。 
 夜行バスや高速バスは駄目だそうですが、こちらに来てからの交通費が少し安くな

ります。 
 ぜひこれを機会に熊野の熊野古道歩きにおいでください。 

 
 カメラは ツァイス・コンタフレックス IV+プロテッサー35ｍｍ 
Tags:熊野市 熊野古道 モノクロ        by je2luz | 2007-09-13 12:36  

 
 
 
 
2007 年  09 月  14 日  

熊野の旅 花火大会の運営  

 熊野最大のイベントはやはり『熊野大花火大会』です。 
 私が子供の頃には『木本の花火』でした。 



 夏が近づくと、木本中を花火の寄付を集める人たちが歩きました。 
 家の格、所得、花火の好き嫌いに応じて皆さん寄付をしたものです。だから、花火

のプログラムには小さな活字で、普通の人の名前がどっさり並んでいたものです。い

つの間にかそうした町ぐるみの寄付集めは消えてゆきました。今では『木本の花火』

ではなく『熊野の花火』になっています。 
 『熊野の花火』と広域になって、同じように寄付が集まればお金も増えるのですが、

事実上そうした小口の寄付は減ってしまいました。 
 昔から、花火を支えるお金の多くは自治体からの出費とスポンサーのお金でした。 
 さほど大きな企業のない熊野ではその寄付集めが大変なのです。 
 南海、近鉄が当地でしのぎを削っていた頃にはそうした所が大口の仕掛け花火を提

供して呉れたりしました。 
 春ごろには市の観光課の職員が大阪、名古屋まで出向いて少しでも縁のある企業を

廻って寄付をお願いしてきました。 
 景気の良い時にはお金も出よいのですが、バブルがはじけた頃からは中々スポンサ

ーも見つからなくなりました。 
 それに加え、元はそんなに無かった花火大会が各地で無茶苦茶増えてしまいました。 
 ちょいとした町なら必ず花火大会をするようになっています。 
 江戸時代から営々と続いてきたここの花火大会といっても、他所から見れば小さな

町の花火に見えます。客船『ASUKA II』が見物に来るくらいであっても中々分かっ

てもらえません。 
 こうした本当に伝統のある花火大会でも、自治体の財政状況の悪化に加え。スポン

サーの減少で四苦八苦しています。まして、中途半端な花火大会はもっと苦しいよう

です。 

 

 各種イベントと一緒で、流行れば『おらが町でも…』式が増えすぎたのでしょうね。 
 それに、仕掛け花火を提供しても仕掛けに書いたスポンサーの名前やマークを見る

人なんてほんの一握りしかいないのも、宣伝媒体としては弱いですからね。 
 増えてしまった花火大会が元の数に戻ることも少ないでしょうしね。 



 熊野市が夕張になる可能性もありますし… 
 根本的に運営を考えないと大変なことになるかもしれません。 
 観客１０万人から１００円取っても予算の 1/3 にしかならないのです。それでも

1/3 にはなるわけですけどね。どう集めるかは別ですが・・・ 

 
Tags:熊野市 熊野大花火 七里御浜            by je2luz | 2007-09-14 12:44 

 

 

 

 

2007 年  09 月  15 日  

熊野の旅 敬老の日 老々介護  

 元々は今日 9 月 15 日が敬老の日でしたね。何時の間にやら国民の休日は休みが絶

対に減らないようにと言う形に変えられています。まさに、公務員、大企業の発想で

すね。授業時間の削減などによる子供の学力低下の前に日本国の生産基盤の弱体化と

日本人の勤勉さの低下を国策でやったような感じもします。 

 
 世の中には『老々介護』と言う言葉があります。 
 年をとった妻が夫を…老いた夫が妻を…介護しなくてはならないことをさしたの

です。そして、寿命が延びるとともに年取った子供がその親を看るのも『老々介護』

でした。 
 自慢じぁないが、老齢化の進行のトップ集団にいる熊野地方になると、社会全体で

看るはずの『介護保険制度』が『老々介護』になって来ています。 
 『ヘルパー』と言うものが資格制度になった時、いっせいに講習会を受けたのはお

ばさんたちでした。そのおばさんたちも老人になって来ています。私の同級生なども

ヘルパーをやっています。同じ年でヘルパーのお世話になる人もいます。 
 時々見かける『入浴サービス車』とか『病院送迎車』などの運転手はほとんどお年

寄りです。 
 元気なうちは頑張って他の人の面倒を見ればいいわけですし、他の人の…自分より

若い人の面倒を見られるということは幸せなことでしょうね。 
 しかし、そんな年のスタッフしか集まらないと言う現状は大変なことです。 
 福祉の大学や専門学校が増えても、そこへ進学した子達は帰ってきませんね。飯が

食えない仕事と化している介護士では…帰ってきても嫁に行く先もなし…嫁の来て

もなし… 
 寿命の延びも頭打ちになっています。子供が生まれなくて、小学生などが減っても

有権者数は減らないと言う不思議な現象も 10 年ほど前から消えてきて、有権者もど

んどん減ると言う当たり前の状態になってきました。 

 
 私の前に貼ってあるカレンダーの『敬老に日』には日の丸の旗が印刷されています。

どうも、ピント来ません。 
 来年からは私も統計上の老人に入ります。いまは、年金をもらっていても老人では



ないのですがね。  

 
Tags:熊野市 クラシックカメラ       by je2luz | 2007-09-15 11 

 

 

 

 

2007 年  09 月  16 日  

熊野の旅 町おこし  

 今から 30 年ほど前から『村おこし』『町おこし』と言われるものが全国津々浦々で

行われてきました。『一村一品』とか『一町一品』の運動もあります。 
 こうした考えは、流行る前からあちこちでやられてきたはずなのですが、マスコミ

が取り上げ、国も後押しするようになると、かつての 3300 市町村挙げての運動にな

りました。 
 『先進地視察』がこれまた流行って、あちこちに出かけて… 
 出発点は手弁当でしたが、途中からはきちんと予算が組まれ、補助金も出るように

なり、民間人も含めた『官費旅行』になっています。 
 ちょいと有名になると、全国から何百もの視察団が押しかけてきます。そして、表

面的な建前による説明を聞いて、至極納得して帰ります。 
 まあ、これも仕方ないことなのですがねえ… 

 
 私の嫌いな、今様の『よさこいソーラン』ではないですが、全国に同じような特産

品、お祭りイベント類が誕生しました。 
 やっているご当人たちは真剣で、一杯努力もしているのですがね。 



 特産の○○を使ったせんべい・まんじゅう・羊羹・味噌漬け・粕漬け・果てはワイ

ンまで：:: 
 ローカル紙とカニは紹介され、物産展には出品し… 
 それでも、地元民すら知らないものが沢山あるのが現状です。 
 かつて、観光地のお土産は、箱と焼印が違うだけの品物が一杯並んでいました。こ

けし、お盆、しゃもじ、手ぬぐい、せんべい、もなか… 
 いまはそれに加えて、漬物、味噌、干物、地酒などが加わっただけで私などから見

ると、全国どこも代わり映えはしませんね。 
 特産品とか名物の好きな人は一部のマニアックな人たちです。目も肥えて来ていま

す。 
 普通の人は、『お土産』を買わなくなっています。 
 『餞別』と言う習慣がなくなったので、義理で買うお土産はなくなってきました。

おまけに、全国が観光地になり、どこへ行っても名前と箱が違うだけで似たり寄った

りのお土産が並んでいるので眼を引くこともなくなってしまっています。当然、買う

気も失せてしまいます。 

 
 三重県に北の端では、町おこしで馬を買って馬車を走らせたのだそうです。客も居

ないのでどうしようかと悩んでいるそうです。結構有名な神社のあるところですがね

え… 



 もちろん、市をはじめ国まで賛成してお金を出しています。だから、自然発生的な

物ではなさそうですね。 
 南の端の方でも、隣の市では巨大な会館を建て、すでに客が少なくて困っている食

堂が出来ました。 
 ここ熊野市でも、広大な面積の『交流拠点』が出来つつあります。何と何が交流す

るのかしかと分かりませんが… 
 全国で行われている町おこし、活性化は似たり寄ったりです。悪いことに、どんど

ん役人主導になって規模が大きくなっています。 
 でもねえ…これをほめる人も居るんですね。 
 『隣の町ではあんなに立派な会館が出来たのに。何でわしらの町には出来んのじゃ

ろう…』などとうらやましがる声も… 

 
Tags:熊野古道 熊野市 モノクロ           by je2luz | 2007-09-16 11:35 | 

 

 

 

 

2007 年  09 月  17 日  

熊野の旅 スーパーの宅配サービス  

 熊野市発祥のスーパー『オークワ』さんは買い上げ品の宅配サービスを行っていま

す。 
 品物の宅配と言えば、かつて百貨店のサービスの目玉でした。それより前の日本で

は小売業の『御用聞き』、『配達』は当たり前でした。 
 池袋西武百貨店が出来た時のキャッチフレーズが百貨店なのに『SSDS』だったよ

うに思います。『セルフ・サービス・ディスカウント・セール』だったように思いま

す。今から半世紀近く前です。それでも、配達無料はやっていました。 
 『ダイエー』が。『主婦の店』が、展開し始めて、本格的セルフサービルが広がり

ましたね。 
 ご進物以外は配達しないのが当たり前のスーパーが、ここに来て『宅配サービス』

を始めたのは、交通不便な田舎がどんどん高齢化が進んで買い物客の落ち込みが始ま

っているからです。 
 年をとると当然のように食欲も落ちるし、淡白な食事に変わってゆく人が多いので

食品の客単価も下がってきます。おまけに田舎の年金生活者のほとんどが 6 万円台の

国民年金の受給者なのです。都市部での厚生年金受給者とはものすごい格差が出てい

ます。 
 働いている時の給料の差以上に年金の差は大きいのです。持ち家が多いので家賃は

要らないのですが…田舎にお住まいの方ならお分かりでしょうが、田舎の固定資産税

は異常に高いのです。都市部では実質の価格から低く評価されている固定資産が更に

減免されて課税され、税率も低いのですが、田舎では目一杯高く評価しておいて、許

される上限の課税率を適用しています。 
 所得が無くて住民税の課税のしようが無いので固定資産税を高くしているのです。

それに追い討ちをかけるように、国民保険税も都会ではない『資産割り』などという



ものがあって、収入が無くても家があるだけで保険税が跳ね上がります。 
 定年退職後に田舎に帰ってきた人が驚き。あきれるのがこの税制です。 
 厚生年金の人なら払えるかもしれませんが、年間 70 万ほどの年金から固定資産税

や国民保険税を数万から数十万取り立てるのです。 
 この所得は生活保護より低いのに・・・ 
 それなのに… 絶対に元も引けない観光開発とか。人も通らない道路建設とか…に

は金をつぎ込むのです 

  
 『オークワ』の『お届けサービス』は評判が良いようです。 
 ただ…一回三千円以上が無料なので…お年よりは中々三千円にならないようです。 
 少し前なら、町の酒屋。八百屋、魚屋が近所にあって配達もしてくれたのですがね。 
 町のお店で買わなかった人たちが年をとって、自分たちが不自由しています。 
 かく言う私もお店屋さんでの買い物はほとんどしていませんでした。 
 『オークワ』さんが近いので、今のところふ不便はしていませんが、これが無くな

ったら… 

 
 カメラはビトーII 
Tags:熊野市 クラシックカメラ         by je2luz | 2007-09-17 10:49 

 

 

 

 

2007 年  09 月  18 日  

熊野の旅 記憶の中の汽笛 蒸気機関車  

 私の家は JR 紀勢線熊野市駅から 300ｍほどのところにあります。 
 駅との間には岩山要害山がありますが、他に部分の線路との間をさえぎるものは普

通の建物しかありません。 
 ディーゼル気動車の汽笛は聞こえてきます。風向きによってはエンジン音も聞こえ

てきます。 
 この、ディーゼルエンジンの付いたものは紀勢本線が全通したときからこの線では



普通になりました。そして、その時から蒸気機関車は居なくなりました。 
 全通した紀伊木本（熊野市駅）と尾鷲の間はリアス式海岸を走るものでトンネルの

ほうが長い区間です。さらに尾鷲から先の紀伊長島を越え、荷坂峠を越えて伊勢路・

大内山に至るまでもトンネルの多い区間ですから、全通を機会にディーゼル化したの

です。 
 窓も開けられない蒸気機関車とトンネルの組み合わせから開放されて旅は快適に

なりました。駅弁も食べられるようになりました。 
 旅の情緒と言う面ではうんと薄れてゆきましたがね。 

 
 紀勢線が全通するまで…私が子供の頃、私は紀勢西線の終点から一山越した飛鳥町

で育ちました。評議峠を越えて約 8Km ほどです。一番低い峠部分でも海抜 400ｍ、

住んでいたのは海抜 300ｍの所です。紀伊木本駅は海抜 10ｍほどです。 
 それほど山に隔てられた遠い所でも、日によっては機関車の汽笛が聞こえました。

静かにしている夕方とかに、『ポーーッ』と聞こえてきました。子供心にも、少し物

悲しいような音でした。 
 もっと聞こえるときは機関車の排気音も聞こえました。 
 そんな日は、天気の落ち目の日です。 
 あくる日は雨です。 

 

 蒸気機関車が消える頃にはここ木本に下りてきました。 
 それからも、飛鳥で一年暮らしたこともありますが、騒音が増えたのか汽笛を聞い

た記憶がありません。 
 音の質の関係でディーゼルの汽笛は遠くに届かないのでしょうか？ 
 もっとも、機動車の変なクラクションの音が聞こえても情緒は無いですかね。 

 
Tags:熊野市 紀勢西線 モノクロ        by je2luz | 2007-09-18 11:02 

 

 



2007 年  09 月  19 日  

熊野の旅 災害の秋  

 女心なのでしょうか？天気が安定しません。 
 昨日は空気が透き通って、『秋だ！』と言う日でした。 
 今日は打って変わって、時々小ぬか雨降るどんよりした天気です。 

 
 最近はレーダーの進歩とコンピュータによる解析力の向上で局地的豪雨の予測も

そこそこできるようになってきたので、警報や注意報が良く出ます。 
 以前なら明らかに前線が活発化しているとか、台風が接近している時しかでません

でした。  『抜けるほど』降っていても測候所から遠い所では警報も注意報も出ま

せんでした。降った記録さえ残らなかったのですが、今はアメダスが細かく配置され

ているので降った記録は残ります。 
 地震でも地震計が配置されていなかったこの周辺は、ぐらぐら揺れても震度など発

表されることはありませんでした。 
 巨大地震の震源の近くだと最近では注目されるようになった場所ですが、この辺は

いろんな意味で捨てられた場所なのです。 
 戦国時代でもこの辺を取りっこする武将は居ませんでした。太平洋戦争でも日本軍

も守備隊を配置しませんでしたし、米軍も無視していました。そして、うまい具合に

一基も出来ずに居ますが、原子力発電所の候補地が熊野市をはじめあちこちに出来ま

した。 
 なにせ、人口密度が低く東紀州と南紀…紀伊半島といわれるところが全滅しても

20 万人ほどしか居ません。ラッシュの新宿駅とその周辺程度の人間がが広大な面積

に分散しているのです。大災害があっても被害対象人口の予測は低いものになります。 

  
 この地方は豪雨地帯になっていました。そして、確かに良く降ります。 
 よく降るところだけに、河川もそういう作りになっています。深い谷状の川ばかり

です。平野が少ないので、急流が一気に水をはかします。 
 300mm の雨くらいは当たり前の場所なのですが、北のほうではそうでもなかった

わけです。 
 地球の温暖化のせいでしょうか…近年は関東、東北での集中豪雨が目立つようにな

りました。この辺で当たり前に降っていた豪雨が降る場所を少しずつ北に移って行っ

たようです。 
 広い面積の雨を集めて平らな所を流れなくてはならない関東や東北の川では想定

以上の雨には耐えられないでしょうね。 

 
 災害の記憶はすぐに忘れられてしまうものです。 
 この辺でも南海・東南海地震の記憶はもちろん、伊勢湾台風の記憶もほとんど人々

の頭から消えています。 
 災害に割りと強い地方だと言うことで救われていますが、災害による学習はされて

いません。 
 北のほうでは、豪雨の記録も少なかったですから、学習のしようが無かったかもし



れませんね。 
 自然の前には人間なんて何も出来ません。『耐える』と『逃げる』しかありません。 
 人間は逃げられますが、農作物などは逃げられません。三日水に漬かった米は発芽

してきます。 
 米どころの被害も大きいようです。お気の毒なことです。こんな時こそ『水稲共済』

の出番なのですが…不正受給などやってる場合じゃなく… 

 
Tags:東紀州 災害 モノクロ       by je2luz | 2007-09-19 10:59 

 

 

 

 

2007 年  09 月  20 日  

熊野の旅 市になったおかげ 基準地価  

 毎年のことですが、『基準地価』が発表されました。 
 物価指数以上にピント来ないものではありますが… 
 事業をやっている人にはこれが下がると困ることがありますね。なにせ、日本の会

社は借金経営で、銀行が貸すのは不動産担保の分だけですからね。 
 田舎は経済活動の低下と不動産価格の下落のダブルパンチで零細企業はとうの昔

に貸しはがしにあっています。 
 毎年出る『基準地価』と三年に一回改定の『評価価格』には違いがありますが、ど

ういうわけか固定資産税の課税基準になる評価の方が下げ渋ります。不思議ですね。 
 熊野市の土地価格はどんどん下がり続けています。中心部はもちろん下がっていま

すが、山間部では引き取り手が無いくらいです。 
 たまに、『文化人』がやってきて家探しをするようですが、放置された土地があっ

ても売り手が居ない状態です。 
 今回の『基準地価』で新聞に載ったもので三重県下で一番安かったのは熊野市内で



した。 
 熊野市紀和町大栗栖ですが、表示が『1』です。つまり、平方メートル当り１００

０円と言う表示です。これ以下が無いから『1』になります。役所の予算と一緒です。

基準単位が千円ですからね。 
 ここは元は南牟婁郡紀和町だったのですが平成の大合併で熊野市に入りました。だ

から、市としての基準のひとつになったのです。 
 実勢はおそらく田地田畑、家屋敷込みで坪にしても数百円なんて所があるでしょう。

全部で１０００坪しかないとすると５００円なら５０万円です。 
 よそに出ている地主さんが土地を売るために帰省してなんてことをしていたら手

元に金は残りません。そんな土地を世話をする不動産屋も居ません。運がよければ世

話をする人にめぐり合えるだけです。だから、土地が安いですからおいで下さいなん

て気軽には言えないのです。 
 でも…面積にすれば熊野市の９０％が山林で平地の３／４は超過疎地区です。しか

し、車で３０分も走れば熊野や新宮のスーパーに着きます。動物園に行かなくてもう

まく行けば自宅の庭に猪や鹿も遊びに来ます。それなのに…『1』の表示なのです。  
 北海道の原野と同じくらいでしょうかね。 
 いかがですか？夢の畑つきマイホームが手に入るかもですよ。 
 山の中でも今のところは学校もあります。 

 
   この学校の辺りのことです。 
 カメラは ツァイス・コンタフレックス IV＋プロテッサー３５mm 
Tags:熊野市 紀和町 モノクロ           by je2luz | 2007-09-20 11:44 



2007 年  09 月  21 日  

熊野の旅 田舎と都会 今昔  

 田舎といっても今と昔ではずいぶん違います。 
 都会といっても今と昔ではずいぶん違います。 
 大東京といっても私が上京した頃にはまだまだ田舎が一杯ありました。 
 昭和３６年、高度成長期の入り口付近で、鹿島工業地帯が造成された頃です。そし

て、公害がはびこりだした時代ですが、西武新宿線でも下井草など駅の周囲にはお店

もありましたが、駅から少し離れれば麦畑でした。冬には霜柱が光っていました。東

京にも田舎が一杯あったのです。 
 その頃の田舎ではようやくお金持ちの家にモノクロテレビが置かれて都会の生活

が目の前に描き出されるようになった頃です。 
 スーパーのはしりが木本に出来ていましたが、今のように全国同じ食材が並ぶ時代

ではありませんでした。レタス、セロリなんてハイカラな野菜は、まだ田舎まで行き

渡っていませんでした。ラーメン屋さんなんてものも田舎にはありませんでした。関

西では『うどん屋さん』関東では『蕎麦屋さん』の時代です。それでも東京にはラー

メン屋さんが沢山ありました。 
 道路は田舎では地道、砂利道なのに都会ではコンクリートかアスファルトの舗装道

路でした。 
 着ているものは田舎の子供と都会の子供ではずいぶん違っていましたね。東京の女

の子がかわいく見えましたからね。 
 電話は東京ではダイアル式、田舎ではハンドルつきの交換手経由でした。これは便

利な所もあって、電話番号など覚えなくても『○○さんとこ』と言えばつないでくれ

ました。万能の音声識別交換機みたいなものでした。 
 いろんなことで都会は都会的で田舎は田舎的、区別がはっきりしていました。 
 今は日常生活などでは『ド田舎』の山の中以外ではさほど差が無いようになってい

ます。通販も発達して何でも手に入りますからね。 
 しかし・・・昔は差が無かったのに今では大きな差が出てしまったものもあります。  
 ＤＶＤで見れば見れますが、『映画館』などと言うものは当の昔に田舎から消えて

しまいました。この熊野でも三軒の常設映画館があったものなのですがね。 
 それに、写真屋さんもどんどん廃業してゆきました。 
 焼付けはスーパーの中にチェーン店一軒と街中に三軒ほどの自営店がありますが

『カメラ屋』はありません。かろうじて３５ｍｍのカラーネガフィルムが数種類手に

入るだけです。 
 もっとも『カメラ』の名前が付いた店でも大手のものはカメラ屋では無い様になっ

て来ていますがね。 
 そうそう、昔は観客動員も出来たからかもしれませんが、『美空ひばり』や『三波

春夫』なんて人気歌手も興行をうっていましたが、近年ではそんな大物は田舎に来ま

せんね。 
 映画館があってもどうせ見に行かないのですし…写真屋がなくなってもほとんど

誰も不自由しないし… 
 バス路線が消えても、元々乗る人は居なかったのですし… 
 色んな格差が広がっているはずなのに、現実の田舎生活ではまだピンとこないので



すね。 
 中心部の木本でさえ、シャッター通りどころか、櫛の歯がかけるように空き地だら

けになって来ています。後１０年後位から先で、こうした田舎は一気に過疎が進行し

ます。 
 格差なんて言葉では最早表せないものでしょうね。 
 昔と違い、目に見えるものは都会も田舎もそんなに変わらないのですがねえ・・・ 

 

Tags:熊野市 昭和 モノクロ  紀勢線大泊駅      by je2luz | 2007-09-21 11:56  

 

 

 

 

2007 年  09 月  22 日  

熊野の旅 天気が良いので・・・  

 ものすごく天気が良いです。 
 今日の天気は、夏と秋が混在したような感じです。 
 気温と雲は夏のよう、吹く風は秋のようです。 
 庭の菜園では枯れた胡瓜の蔓や虫に食われて葉っぱがなくなってきて大きな実が

むき出しに見える冬瓜の蔓が夏の終わりを告げています。 
 そろそろ、こうした夏野菜を片付けて冬野菜の種を蒔かなくてはならないのですが

… 
 冬でも暖かい地方では冬野菜も良く育ちます。種まきが遅れても食べられるのが遅

くなるだけで、ちゃんと育ってくれます。 



 紀州の海岸線ではこうして季節感の乏しい菜園になります。ピーマンやしし唐なん

て言うやつは、開花から大きくなるまでの時間は長くなりますがお正月頃までは続き

ます。そして、そのまま放置しても日当たりが良い場所だと年を越して次の年の春か

ら又収穫できます。 
 同じ熊野市内でも、一山越えると冬はちゃんと冬になります。だから、冬野菜の種

まき時はきちんと守っているようです。 
 壁になっているたかが 500ｍとか 600ｍの山の向こうは別世界です。日本はそれ

ほど微妙な位置にあるのですね。 
 100ｍで 0.6 度下がるとか言いますが、ジャワ島とかだと、500ｍ登れば 3 度ほど

涼しくなるだけですが、日本では黒潮の流れる紀伊半島南部でも 3 度とか 5 度下がる

と、冬には零下の世界に入ってしまいます。 
 水の凍る温度…水で生きている地球上の生物の世界ではものすごく大きな境目で

すね。 

 
 お彼岸だそうです。 
 暑さもそろそろ本格的に遠ざかってゆくのでしょうね。 
 もう少し、涼しくなってから、夏野菜を片付けます。 
 そうそう、熊野名物、『めはり寿司』の材料の高菜はここのような海岸線で作ると、

よく育ちます。でも、早く育った分、味は薄くなるようです。 
 一山越えた、熊野のチベットのような飛鳥、五郷などで育ったものの方がおいしい

ようです。 
Tags:熊野市 熊野の味                   by je2luz | 2007-09-22 12:57 



2007 年  09 月  23 日  

熊野の旅 彼岸があるのなら・・・  

 子供の頃、『ひがん』があるのなら『こがん』があるだろう…と思ってたずねたこ

とがあります。 
 お上人に『あるよ』と言われましたが、その時の説明がどんなものだったか記憶に

ありません。 
 『彼岸』は「かのきし」ですから。『此岸』「このきし」があるのです。 
 『あっち』があれば『こっち』があって当たり前ですね。 
 『あっち』が『あの世』なら、『こっち』は『この世』ですね。 
 『極楽』が西にあり『西方浄土』なら『現世は東にあるわけですが、東の果てでは

ないですね。 
 日は東から昇り西に沈みます。そうすると、過去、『前世』は東にあるのでしょう

ね。 
 お彼岸に『真東』からのぼり、『真西』に沈みます。そして、そっちに『極楽浄土』

があるようです。 
 同じあの世でも、地獄は地面の下なのでしょうか？三途の川を渡ってから分かれ道

があるようなことを言いますが、徳を積んだ人はふるいわけにもかからずに、阿弥陀

様などが直接迎えに来て『極楽浄土』に向かうようです。 
 どうも、宗教の話は平等ではないですね。特権階級が存在します。 
 そのくせ、すぐに『地獄に落ちる』だとか『罰が当たる』だとか言って庶民を脅し

ます。 
 教科書に『免罪符』なるものが出てきて、中世のキリスト教会がさも悪かったよう

に言い、だから『宗教革命』など起きた…と習いました。 
 おかしいですね。日本でだってお札を売り、祈祷をし…ふるい宗教ではおかしいと、

親鸞や日蓮が反旗を振りかざしたし…なにより、それ以降も日本では『お札』『お守

り』の類はちっとも減らず、いまだにまかり通っていますね。キリスト教会の免罪符

が馬鹿げていて日本の神社やお寺のは馬鹿げていないのでしょうかね。 
 まあ、そんなことは別にして、『彼岸』に渡る入り口はこのあたりにあるそうです。 
 紀勢線『那智駅』の前の海岸から船出すれば良いそうです。 
 そのあたり、今ではサーフィンのメッカになっているようですが…流されたら『補

陀落』へ行けるかもしれません。 
 この『補陀落』は死後の世界ではなく、永久に生きられる場所とも言われています

がね。 
 私ならはすの葉っぱの上でのんびり過ごすより、どうせ海を渡るなら世之介の目指

した『女護島』の方が楽しそうな気がします。 
 もっとも、極楽も…『酒はうまいし、姉ちゃんはきれいだ…』なんて歌もあります

がね。 
 こんな不謹慎な調子ではとても『極楽浄土』へは行けそうもありませんね。 
 写真は那智の『補陀洛山寺』ですが、こうした入り口は栃木県の二荒山や山形県の

月山にもあるようです。 



 
Tags:JR 紀勢本線 世界遺産 モノクロ          by je2luz | 2007-09-23 :04  

 

 

 

2007 年  09 月  24 日  

熊野の旅 秋祭り 木本神社  

 日本の秋祭りは水稲の収穫が終わった頃が多かったものです。 
 収穫を感謝し、労をねぎらい、祭りのときだけに許された贅沢をする…これが原点

でしょう。 
 今は稲刈りが８月に始まり、９月中に終わると言うような早期栽培ばかりになって

しまいましたが、昔の稲刈りはちょうど今頃から始まり、１０月一杯かかるものでし

た。ほぼ一ヶ月のずれが出ていますね。それに、百姓の比率が下がってしまい、収穫

期もピンと来なくなっています。 
 この辺の秋祭りのトップを走る感じなのが『木本祭り』です。 
 木本にも昔は水田があったのですが、今では山沿いにほんのちょっぴり残っている

だけです。 
 この祭りは雰囲気的に実りを感謝すると言う性格はあまり無いように思えます。 
 この祭りも、体育の日が出来てからずっと１０月１０日に行われてきたのですが、

この体育の日が１０月１０日ではなく動き回るようになってから変更なっています。 
 今年の『体育の日』が１０月８日と言うことなので、その前の６日土曜の夜に『宵

宮』（よみや）を行い１０月７日日曜日に本祭りを行います。 
 その前の１０月１日の夜、参加する各町の役員が集まって木本神社に祭りが始まる

ことを報告？する『鈴あげ式』が行われます。 
 これがあるということは…本来ならみこしを担いだりする人は祭りまで身を清め

て過ごすということではないのでしょうかね。 
 東京の三社祭で問題になっていますが、『神輿に人が乗ること』はやっぱりおかし



いですよね。 
 ここのみこしは乗られるだけではなく、屋根を酔っ払いにひっぱたかれます。 
 へべれけに酔った若い衆が伊勢音頭をがなりながら拍子を取るのに思い切り見越

しの屋根をひっぱたきます。 
 空の神輿ではありません。木本神社を出発する時には宮司さんによって、神様を宿

したお札が神輿に移されています。 
 神輿に乗っちゃあいけないなんて知らないときから、これを見ていて不愉快でした。

酔っ払いが嫌いと言うのもあるのですがね。不信心な私から見ても不愉快なこの行為

がずっと黙認されていると言うのはどう言うことなのでしょうね。 
 大昔、比叡山の僧兵などがお神輿を担いで今日の町へ嫌がらせに出てきたとか… 
 木本のみこしもかつては、気に入らない家や寄付の少ない金持ちの家にぶっつける

嫌がらせをしたそうです。まあ、ここの神輿だけでなくこれはどこにでもあったよう

ですがね。負の歴史ですから蓋をされてなかったことにはなっていますが・・・ 

 
 １０月６日の午後７時ごろから夜中までと、１０月７日の午前８時ごろから終日は

木本町内を車で動くのは難しくなります。松本峠木本側入り口に車で行くのはあきら

めた方だよいでしょう。 
 見物人で埋まるようなことはありませんから、歩いての熊野古道散策には影響はあ

りません。 
Tags:熊野市 熊野古道 モノクロ            by je2luz | 2007-09-24 10:28 



2007 年  09 月  25 日  

熊野の旅 お綱掛け 花の窟神社  

 花の窟神社のしめ縄は年に二回張りかえられます。 
 ２月と１０月です。二回なのに半年毎ではありません。秋の分は台風で切られるこ

とを考えていたのかもしれませんね。 
 昨日あたりに張替え用のしめ縄作りが行われたようです。 
 『しめなわ』と言っても岩山の上から下までつなぐものすごく長いものですから、

出雲大社の社殿にかかっているような真ん中の膨れたしめ縄ではありません。長い藁

縄です。太目の縄をあわせて一本にし、ちょうど御神体の上空になるところに飾りが

来るようにしてあります。 
 岡山の畳作りも畳床に使うには今の稲藁が短くて使い物にならなくて、ふるい稲丈

のある品種を委託生産してもらったり、輸入したりしているようですが、ここでも長

いもち米の藁を使っているようです。 
 台風本体の直撃を受けたらどんな稲でも倒されますが、余波程度の時にも稲丈のあ

る品種は倒されて、農作業がしにくいだけでなく地面に着いて発芽しかけたりして収

穫量、品質まで落ちがちになります。戦後すぐの頃には丈の長いものが餅米だけでは

なくうるち米にも多くありました。 

 
 その時代には、藁縄なども自家生産する農家が結構あり長いのも意味があったのか

もしれません。 
 戦後の品種改良は、多産型の追及から始まりおいしいおコメの追求になり、台風を

避ける早期栽培品種を作り出すとともに、台風に強い稲丈の低いものへと変わってゆ



きました。 
 今では田圃道を歩く小学生低学年の子の頭が見えるようになっています。 
 お百姓さんが楽になった分、しめ縄つくりなど藁細工には向かなくなってしまった

ようです。 

 
 『お綱掛け神事』は１０月２日火曜日です。 

 
Tags:熊野市 七里御浜 モノクロ             by je2luz | 2007-09-25 11:02  

 

 

 

 

2007 年  09 月  26 日  

熊野の旅 中秋の名月 たばらせて…市木  

 昨夜は中秋の名月でした。 
 今年は名月を眺めることのできた所が多いようです。 
 『月』と言うものは地球に近いだけあって、天体の中では桁違いに大きいです。 
 桁違いに大きく見えるのに、太陽の光を反射するだけですからそのそこの明るさし

かないし、温かみがありません。 
 大昔から、どこの文明でも、昼間の『太陽』と、夜の『月』が神としてあがめられ

て来ています。そして、扱いが少し違うにしても、ほとんどの場合、太陽が『陽』で、

月が『陰』ですね。こうなるのは、まあ、当然のような気もします。 
 月は定期的に満ち欠けするので、それを基準に暦を作ったものもあり、日本では昔、

それを使っていましたね。動物は月の満ち欠けの影響を良く受けると言いますが、日

常生活ではやはり昼間の太陽の影響の方が大きいですね。季節と言うものの変化はそ

ちらで決まりますからね。 
 月を基準の『太陰暦』では季節とのずれがどんどん大きくなり、『閏月』なんての

まで挟まないと辻褄が合わなくなるのです。『太陰暦』が廃れたのも当然でしょうね。 
 昨日はその『太陰暦』…『旧暦』の８月１５日でした。月の満ち欠けに関しては『旧

暦』の方が分かりよいですね。なにせ『月の満ち欠け』が基準なのですから… 

 
 私が育った頃には飛鳥村（現・熊野市飛鳥町）にはすでになくなっていましたが、

その昔には、『おたばり』とか言う行事がありました。 
 これは、『十五夜』の晩に、子供たちが『旦那衆』（だんなし）の家を廻って、お供

えしてある団子やふかし芋などをもらってくるものです。行事はなくなっていました

が、話だけはじいさんに聞いたことがあります。 
 『おたばり』とか言っていたのは、この辺では、仏様や神様に供えてあるものを下

げていただくのを『たばる』と言うからでしょう。この『たばる』は『賜る』と同じ

で古い言葉なのだと思います。 
 子供たちが廻る習慣は消えていても、縁側に文机などを出し、ススキや萩を生け、

三宝に団子を載せ、サツマイモだなんだかんだと秋の実りも備える習慣はまだ残って



いましたね。 
 こうして、お月様を迎えるのは、やはり、『縁側』でないとうまくないですね。 
 私の家のベランダからは月の出が見えます。澄み切っているときには海を照らしな

がら月が昇るときもあります。きれいな物ですが…ベランダにススキを飾ってもねえ

… 
 縁側のある家で育ったから、ベランダの月はきれいでももう一つの感じになるのか

もしれませんが、違うのは間違いないと思います。 
 日本の家から縁側が消えて言った分、名月も遠くなったような気もします。 

 

紀伊市木駅 
 この各地にあった、名月の晩の『おたばり』のような行事もどんどんなくなって言

ったようですが、この辺りでは御浜町市木地区には残っているようです。そして、今

でも子供たちが家々を廻っているそうです。「たばらせて」と言うらしいです。 
 地域と子供の繋がりが、まだ残っていると言うことですから、良い事ですね。 
Tags:熊野市 昭和 モノクロ             by je2luz | 2007-09-26 12:17 



2007 年  09 月  27 日  

熊野の旅 紀勢本線とバス路線  

 
 たまにしか来ない紀勢東線？の特急ですが、相変わらず空っぽで走っています。 
 この路線は紀勢本線とか言われますが、国鉄民営化のときに分割されて区切りの具

群が少しずれたにしても、東西に分かれてしまいました。 
 JR 西日本側は電化され、JR 東海側は架線がありません。したがって、相互乗り入

れは不可能で、ディーゼルで走っている東海の特急列車が新宮を通り越した西日本側

の『紀伊勝浦』まで入り込んでいるだけです。 
 会社も違うし、乗り入れも無いのなら、昔のように『紀勢西線』『紀勢東線』と呼

んだ方が紛らわしくなくてよいような気もします。 
 西日本の側は列車の数も東海側よりは多くなっていてほんの少しだけ旅客も多い

ようですが、赤字には違いないようです。 
 西日本側と平行に走るのも国道４２号線ですが、リアス式海岸をなぞるように走る

ので、カーブは多いし起伏は多いし、とても快適なドライブとはいいにくいものです。

したがって、並行する道路でのバスによる競合も少ないのです。 
 東海の側は国道４２号線の方が列車よりは起伏は多いですが、海岸線を無視して伊

勢路に入ってゆきますから、バス路線が列車と競合してきます。 
 もっとも、まともに競合させるつもりで三重交通が開設した『南紀特急バス』も利

用客が伸びず、どんどん便数が減ってしまい、無いに等しくなっています。後から出

来た、名古屋行きの便はまだ存続していますが採算の方はどんなものなのでしょうね。 
 全国各地から出ている長距離夜行バスは、三重交通と西武鉄道の共同運航で池袋・

大宮と何期を結ぶ便が一日一便はしっていて、そちらはそこそこ乗客が居るようです。 



 何と言っても安いですからね。往復だと、鉄道の半値に近いくらいだと思います。 
 昔はバスの方が割高と言うのが常識だったのですが… 
 しかし、このバスとて普段は一日一台です。十数名とか二十名とかの話ですから、

これが鉄道に戻っても紀勢東線の赤字の額からすると焼け石に水でしょうね。 
 紀勢本線も外すのではないかと言う時期もあったのですが一応存続はしています。

長い目で見たとき、鉄路を外してバスにするのが本当によいのかどうか・・・ 
 かといって、旅客の増える見込みもないし・・・ 
 運ぶ貨物もないし・・・ 
 カメラは イコフレックス IIa・Restyled 
Tags:JR 紀勢本線 国道４２号線 モノクロ       by je2luz | 2007-09-27 12:10 | 

 

 

 

 

2007 年  09 月  28 日  

熊野の旅 木本祭り 神輿  

 だらだらと時間のかかる木本祭りも少し改善の方向のようです。 
 以前は８時ごろに新出町の山車が出発するのが祭りの一日の始まりでした。そして、

最終的に終わるのはお昼過ぎに神社を出発したお神輿が神社に戻って納められる夜

中の１２時ごろになるのです。なんと、１６時間もかかるものでした。 
 もっとも、山車などの各町内の出し物は新出町の山車が巡行する後について、町内

から神社に向かい、お昼を食べて午後には新出町の稲荷さんまで同じように列を組ん

で本町を巡行しますが、稲荷さんに着いたら適当に町内ごとに浜で休憩をし、お神輿

を置き去りにして書く町内に帰ってゆきます。そして、自主解散と言うものなのです。 
 一番先に出発する新出町の出発点は稲荷さんですから、帰りは稲荷さんに着くとす

ぐに解散になるので一番先に終わりになります。例年、午後３時頃ですね。 
 お昼過ぎに木本神社を出発した行列が 7・800ｍ進むのに２時間ほどかかります。 
 これは色んな行事があって時間が掛かるのではなく、途中に設けられた何箇所かの

『宿所』に引っかかるからです。 
 そこで舞を披露したり神楽を奉納するわけではありません。ひたすら、男どもが飲

んだくれるからです。それが盛り上がりだと当人たちは思っているようです。 
 まあ、飲んだくれの嫌いな私が書くのでこうなるのでしょうが、傍から見て決して

見よいものではないですね。おまけに、飲んだ勢いで神輿に乗って屋根をひっぱたく

し… 
 きちんとした神道などの人が見たら御神体を下ろしたくなるでしょうね。 
 こうして時間のかかるお祭りも、少しだけスピードアップするつもりらしく。今で

は新出町の山車の出発が午前９時３０分となっています。お昼には木本神社に入らな

くてはならないので出発を遅らせれば進行が早くなるのです。 
 まあ、行きはこうして早くなるのですが…あの、飲んだくれのお神輿を改革しない

ことには午後の進行は早くなりませんね。 
 重い神輿を担ぐのですから酒の勢いも必要なのかもしれませんが、よそでは危険だ



から酒を掛ける事はあっても、飲んだくれることは禁じている所が多いのですがねえ。

なにせ、午後から担ぐために勢いをつけようと、朝から飲ませるのですから、出来上

がらない方がおかしいです。 
 はたして今年はどうなのでしょうか？ 
 神輿に乗ってはいけないことをテレビでもずいぶん報道しましたが… 
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2007 年  09 月  29 日  

熊野の旅 新聞広告から  

 秋になると昔からのお祭りのほかに「イベント」が一杯催されます。 
 国の省庁がやるものから小さな団体がやるものまで…東京ドームや幕張メッセを

使うものからその辺の町角を使うものまで様々です。 
 今日の新聞には全面広告で熊野古道関連のイベントが出ていました。 
 楽天 10ｔｈ Ａｎｎｉｖｅｒｓａｒｙ 世界遺産劇場    
 今回のタイトルは 
  －紀伊山地の霊場と参詣道ー 
  だそうです。 

 
 中味は今流行のお寺や神社などを使ったコンサートとかです。 
 音響とか何とかではなく、文化人の心をくすぐって雰囲気でファンとは違う人も呼

んで聞かせちゃおうと言うものですね。何だかずいぶんやられているようですが、楽

天さんが選んだのは大峰山の『金峯山寺』と本宮大社の『大斎原』です。もう一箇所

は、出来たばかりの三重県ご自慢の尾鷲に出来た『熊野古道センター』です。 
 それぞれ、違った雰囲気もありますし、どっちがついでか知りませんが、コンサー



トのついでに参詣するもよし、参詣のついでにコンサートを聞くもよし… 
 同じ日に離れた所で行われるものもあるので、修行を積んだ仙人でもない限り無理

な物もありますが、スケジュールを上げておきます。 

 
 『金峯山寺 蔵王堂』 
  １０月１３日（土） 18：30～ 
     押尾コータロー 
      「押尾コータローＬＩＶＥ ｉｎ 金峯山寺」 
        ６５００円 残り僅少 
  １０月１４日（日） 18：00～ 
     角松敏生 
      「ＴＯＳＨＩＫＩ ＫＡＤＯＭＡＴＳＵ Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ Ｐ

ｒａｙｅｒ」 
        ７５００円 売り切れ 

 
 『三重県立熊野古道センター』 
  １０月１３日（土） 18：00～ 
     村治佳織 
      「海と森のささやき・村治佳織・熊野古道コンサート」 
        ６０００円 残り僅少 
  １０月１４日（日） 18：00～ 
     畠山美由紀 
      「畠山美由紀 Ｃｏｎｃｅｒｔ ｉｎ 熊野古道Ｃｅｎｔｅｒ」 
        ６０００円 
 『本宮大社 旧社地 大斎原』 
  １０月２０日（土） 14：00～ 
     林英哲 
      「大斎原千響伽藍」（おおゆのはらせんきょうがらん） 
        ５５００円 
  １０月２１日（日） 14：00～ 
     由紀さおり・安田祥子 
      「いやしの森コンサート in 熊野」 
        ４２００円 
 全席指定だそうです 
 チケットに関しては 
    SAP 電話 03-5226-8537 

        http://www.sap.co.jp/ 
    楽天チケット 

        http://ticket.rakuten.co.jp/ 
   他にも「チケットぴあ」や「ローソンチケット」でも買えるそうです。 
 尾鷲の県立熊野古道センターのコンサートだけが昼間になっているのは多分…多

分ですが、会館の営業時間のせいでしょうね。なにせ…県営ですからきちんとしてい



るはずです。 

 
  金峯山寺 蔵王堂 きんぷせんじ ざおうどう 
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